
令和 3 年 3 月

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要
（１）

市営有料駐車場の概要は下記のとおりです。

※１ 都市計画駐車場：都市計画法の規定により都市計画決定されたもの
※２ 届出駐車場：自動車の駐車の用に供する部分の面積が500ｍ2以上で料金を徴収するものとして

    駐車場法の規定により届け出たもの
※３ その他：都市計画駐車場、届出駐車場に該当しないもの
※４ 経過年数：令和８年４月１日現在の経過年数
※５ 使用面積：自動車の駐車の用に供する部分と、車路等駐車場の使用に供する部分を含めた面積
※６ 地方公営企業法：地方公共団体の経営する企業の組織、財務及びこれに従事する職員の身分取

扱い等について定めた法律
※７ 職員数１人（兼務）：当事業に従事する市職員は１人であり、別業務も兼務している
※８ 指定管理者制度：公の施設の管理運営に⺠間能⼒を活用する制度

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： 〜

事 業 形 態

安城市有料駐車場事業経営戦略

団 体 名 ： 安城市

事 業 名 ： 安城市有料駐車場事業

事業開始 経過年数 使用面積 収容台数

施設名 年月日
都市計画
駐車場

届出
駐車場

その他 立体式 広場式 (年) (㎡) (台)

（※１） （※２） （※３） （※４） （※５）

ア 安城駅西駐車場（西棟） S54.8.1 〇 〇 〇 47 5,704 222

イ 安城駅西駐車場（東棟） H5.7.30 〇 〇 33 10,604 391

ウ 新安城駅南駐車場 H17.4.20 〇 〇 〇 21 8,710 280

エ 安城駅西駐車場（屋外） H13.1.4 〇 〇 25 1,251 48

オ 安城駅東駐車場 S53.11.1 〇 〇 48 1,933 76

カ 安城駅前第１駐車場 S61.12.25 〇 〇 40 350 9

キ 安城駅前第２駐車場 H22.12.20 〇 〇 16 545 9

ク 安城駅北口広場駐車場 H2.5.7 〇 〇 36 99 4

ケ 北明治駐車場 H6.9.1 〇 〇 32 1,509 57

コ 三河安城駅南駐車場 H6.8.4 〇 〇 32 1,080 15

サ 三河安城駅北駐車場 S63.3.13 〇 〇 38 1,081 10

シ 新安城駅北第１駐車場 H2.7.1 〇 〇 36 754 26

ス 新安城駅北第２駐車場 H11.4.1 〇 〇 27 316 12

セ 御幸本町駐車場 S53.4.1 〇 〇 48 1,997 72

ソ 安城駅自転車駐車場 H1.2.1 ○ 37 1,976 1,770

タ 安城駅北口自転車駐車場 H1.6.1 ○ 37 796 658

職員数(※7) 立地 営業時間

共通事項 非適用 駅 24時間

種類 構造

地方公営企業法(※6)

１人（兼務）

民間活用の状況

指定管理者制度
(収受代行制)(※8)



（２）料 金 形 態

施設名
(24時間まで
ごとの上限)

最初30分
無料

全日
24時間

昼間
A6-P10

回数券
ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ
ｶｰﾄﾞ

自動車
(二輪125cc超)

二輪自動車を
除く自動車

ア 安城駅西駐車場（西棟） － － 8,800円 6,600円 〇 〇 〇 －

イ 安城駅西駐車場（東棟） 100円/30分 － 9,900円 7,700円 〇 〇 〇 －

（上限800円）

ウ 新安城駅南駐車場 50円/30分 － 6,600円 5,500円 〇 〇 〇 －

（上限700円）

エ 安城駅西駐車場（屋外） 100円/30分 － － － 〇 〇 〇 －

（上限1,000円）

オ 安城駅東駐車場 70円/30分 － 6,600円 5,500円 〇 〇 〇 －

（上限800円）

カ 安城駅前第１駐車場 150円/30分 〇 － － 〇 〇 － 〇

キ安城駅前第２駐車場 150円/30分 〇 － － 〇 〇 － 〇

ク 安城駅北口広場駐車場 150円/30分 〇 － － 〇 〇 － 〇

ケ 北明治駐車場 70円/30分 〇 6,600円 － 〇 〇 － 〇

（上限800円）

コ 三河安城駅南駐車場 100円/1時間 〇 － － 〇 〇 － 〇

サ三河安城駅北駐車場 100円/1時間 〇 － － 〇 〇 － 〇

シ 新安城駅北第１駐車場 100円/1時間 〇 － － 〇 － － 〇

（上限900円）

ス 新安城駅北第２駐車場 － － 9,900円 － － － － 〇

セ 御幸本町駐車場 70円/30分 － 6,600円 5,500円 〇 〇 〇 －

（上限800円）

ソ 安城駅自転車駐車場

タ 安城駅北口自転車駐車場

共通事項

料金改定年月日 令和元年10月1日

料金形態の考え方

 駅からの立地条件や、周辺駐車場の料金設定等から総合的な判断によりそれぞれの料金設定を行っています。

原付：2,730円 原付（125cc以下）

普通駐車料金 定期料金 利用可 車種

自転車：100円/1日 自転車：1,630円
－ －

自転車

原付：200円/1日



（３）現在の経営状況

※９ 収益的収支比率：料金収入や一般会計からの繰入金等の総収益で、総費用に地方債償還金を
加えた額をどの程度賄えているかを表す指標

（算出式）
収益的収支比率＝ 総収益 ×100％（総費用＋地方債償還金）

・自動車駐車場全１４施設の内、令和６年度の収益的収支比率（※９）が100％を下回っていたのは４施
設であり、１0施設は100％を超え収支が⿊字であることを⽰しました。全体としては現在の経営状況は料
金収入等の総収益で総費用が賄えられており、収益性は高いため、経営は健全であると判断できます。
・自転車駐車場全２施設について、令和６年度の収益的収支比率が100％を超え収支が⿊字であるため、
経営は健全であると判断できます。

 ⿊字経営ライン



２．将来の事業環境

（１）駐車場需要の見通し
・自動車駐車場の利用台数については、平成３０年度まで増加傾向にありましたが、令和元年度は僅かに
減少しており、年間５０万台程度で推移しています。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響によ
り利用台数が減少しましたが、令和６年度には令和元年度の９割まで回復しています。
・自転車駐車場の利用台数については、年度によって多少の増減がありますが、年間約７０万台程度で推
移しています。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により利用台数が減少しましたが、令和６
年度には令和元年度の９割まで回復しています。
・自動車駐車場・自転車駐車場共に、将来は人口の減少や老年人口増加に伴い利用者が減少する予測です
が、駐車場は駅周辺にありパーク＆ライドによる通勤・通学等の利用ニーズも高いため、今後も一定規模
の駐車場需要はあると考えられます。
・令和７年度には安城駅前第２駐車場が廃止、令和９年度には御幸本町駐車場が廃止予定であることから
それぞれ利用者の減少が見込まれます。



（２）料金収入の見通し
 料金収入の見通しについては、「（１）駐車場需要の見通し」と同様に、令和７年度の安城駅前第２駐
車場廃止、令和９年度の御幸本町駐車場廃止予定に加え、将来は、人口の減少や老年人口増加に伴い利用
者が減少する予測で、料金収入も同様に減少すると予測します。



（３）

（４）

３．経営の基本方針

施設の見通し
 安城市公共建築物保全計画、個別施設計画及び有料駐車場機器更新計画に基づき、計画的に建物の修繕
や駐車場精算機等の駐車場機器の更新を適宜行い、施設の耐久性や安全性を高め、利便性の向上を図って
いきます。

組織の見通し
 平成１８年度から指定管理者制度を導入しており、現在は兼務職員１名体制です。今後も同様の体制で
運営する予定です。

 本市有料駐車場事業の現状と課題を踏まえ、将来にわたり持続可能な事業運営を行うため、以下を基本
方針とします。
（１）安全安心な施設の維持
   定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、駐車場施設の
  安全管理を実施し、利用者が安心して安全に利用できるよう駐車場施設の維持に努めます。
（２）経営の効率化
   将来にわたり安定した駐車場経営を目指し、指定管理者制度の継続や、維持管理費のコスト縮減
  などに努め、より一層の経営の効率化を図ります。

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 計

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 （千円）

安城駅西（西棟） 0 0 17,380 0 0 0 0 0 0 0 17,380

安城駅西（東棟） 0 6,160 0 17,930 0 0 0 0 7,090 0 31,180

新安城駅南 0 17,930 0 0 0 0 0 0 20,620 0 38,550

安城駅西（屋外） 0 0 0 17,820 0 0 0 0 0 22,430 40,250

安城駅東 17,600 0 0 0 0 0 0 20,240 0 0 20,240

安城駅前第１ 0 0 0 0 0 10,350 0 0 0 0 10,350

安城駅北口広場 0 0 0 0 0 6,900 0 0 0 0 6,900

北明治 0 9,350 5,170 0 0 0 0 0 10,760 8,050 33,330

三河安城駅南 0 0 12,100 0 0 0 0 0 0 14,950 27,050

三河安城駅北 0 0 0 0 0 11,500 0 0 0 0 11,500

新安城駅北第１ 14,100 0 0 0 0 0 0 16,220 0 0 16,220

安城駅自転車 5,300 1,848 0 0 0 0 0 6,100 4,690 0 12,638

安城駅北口自転車 1,300 0 0 0 0 0 0 1,500 0 0 1,500

合計（千円） 38,300 35,288 34,650 35,750 0 28,750 0 44,060 43,160 45,430 267,088

駐車場名

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

駐車場名 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

安城駅西（西棟） 97,440 12,571 7,890 117,901

安城駅西（東棟） 12,870 48,900 76,167 137,937

新安城駅南 0

安城駅自転車 1,382 1,382

安城駅自転車（増築） 0

安城駅北口自転車 45,416 45,416

合計（千円） 12,870 48,900 97,440 0 0 0 90,120 0 0 53,306 302,636

計
（千円）



４．投資・財政計画（収支計画）
（１）投資・財政計画（収支計画） ： 別 紙 の と お り
（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

① 収支計画のうち投資についての説明

② 収支計画のうち財源についての説明

③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要
① 今後の投資についての考え方・検討状況

目 標
 安城市公共建築物保全計画及び個別施設計画に従って計画的に修繕を行いま
す。

⺠ 間 活 用
 指定管理者制度を継続し、⺠間の管理運営ノウハウを活用することにより、利
用者の利便性の向上を図ります。

駐車場の配置の適正化
 主要鉄道駅周辺の駐車場需要に応じて配置されていることから、適正であるた
め、新たな駐車場の配置は不要と考えます。

投 資 の 平 準 化

・公共建築物保全計画、個別施設計画及び有料駐車場機器更新計画は平準化され
ていますが、必要に応じて見直していきます。
・利用者満足度向上のための新たな設備投資や修繕を実施する際は、投資の平準
化を図っていきます。

・精算機等の機器更新は指定管理者と連携を図り、耐用年数や過去の更新状況、修繕状況を反映して設備
投資を実施していきます。

目 標  駐車場利用者の減少に伴い料金収入も減少すると見込んでいます。

・財源については、駐車場の料金収入です。
・人口の減少や老年人口増加に伴い利用者が減少する予測で、料金収入も同様に減少すると予測します。

・市営駐車場の管理運営を、指定管理者制度により一括して指定管理者に委託しています。経費の大半を
占める指定管理料については一定の金額を計上しています。
・管理運営費については指定管理料に含まれているため計上はしていません。
・職員給与費については、駐車場の管理運営業務以外で市が関与しているため、一般会計職員給与負担金
が発生しています。
・施設延命化を目的とした修繕に関しては市が実施するため、今後経費の増加を見込んでいます。
・有料駐車場事業債の償還は、令和６年度に終了しました。



② 今後の財源についての考え方・検討状況

③ 投資以外の経費についての考え方・検討状況

５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

企 業 債
 現在の企業債は令和６年度で償還が完了しました。
 令和７年度以降は現在のところ活用予定はありません。

繰 入 金  現在のところ活用予定はありません。

資産の有効活用等による
収 入 増 加 の 取 組

 駐車場は行政財産であり、使用に制限があるため、積極的な活用予定はありま
せん。

料 金
 現在は他会計からの繰入金に依存せず料金収入だけで賄っており、経営は安定
しています。現在のところ料金改定の予定はありませんが、将来は、社会情勢の
変化や周辺駐車場の料金設定の状況を確認し、料金の改定を検討していきます。

利 用 者 数 増 加 に
向 け た 取 組

 現在は市のホームページでＪＲ安城駅周辺駐車場の空き状況を表⽰したり、利
用者アンケートやご意見箱等を活用し利用者の声を管理運営に反映させることで
サービスの向上に努めています。今後も投資とのバランスを鑑みつつ利用者の利
便性を考慮した施設の改善を行い、利用者数の増加を図ります。

経営戦略の事後検証、
改定等に関する事項

 本経営戦略は、ＰＤＣＡサイクルによる進捗状況等の評価・検証を行うととも
に、利用者ニーズや社会環境の変化等を踏まえ、適宜修正を行っていきます。
 経営比較分析表により進捗管理を行い、決算と収支計画の内容を検証し、後年
に影響が出てくる場合は、収支計画を修正します。
 また、大規模修繕や設備投資のタイミングなど資金計画の大幅な変更が必要と
なる際や、５年毎の指定管理者更新の際には、経営戦略の見直しを行います。

職 員 給 与 費  市職員が指定管理者制度の業務以外を行っています。

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

 通勤・通学者等のパーク＆ライドを推進するためや、中心市街地の商店街活性
化のために、駅周辺には自動車・自転車駐車場は必要です。

公営企業として実施
す る 必 要 性

 駅周辺に⺠間駐車場はあるものの、通勤・通学のための鉄道駅利用者や近隣商
店街の駐車場需要を満たしていません。駐車場需要を継続して実施し、駅周辺の
道路交通の円滑化や中心市街地活性化を図るため、公営企業として駐車場事業を
実施する必要があります。

委 託 料
 指定管理者制度を導入しており、管理運営業務を委託しています。今後も指定
管理者制度を継続していく予定です。

管 理 運 営 費  指定管理者制度を導入しており、指定管理料に含まれています。

そ の 他 の 取 組
 今後も指定管理者制度を導入することで、⺠間企業のノウハウを活用し、利用
者の満足度向上を図っていきます。






